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論文の 内容の要旨

(自的)

韓国の伝統的な弓道場である射亭には、他のスポーツ領域では見られない独特な文化や古い風習が存在す

る。本論文はその文化や風習の起源を探求しようとの動機から始められた。

本研究の目的は、朝鮮の弓術に大きな影響を与えた朝鮮の弓術組織である「射契」を歴史的に考察し、そ

の設立経緯から目的、組織、運営、機能など、射契全般を明らかすることである。射契について明らかにす

ることで、朝鮮および韓国における弓術文化の特徴を把握することができると思われるからである。

(対象と方法)

本研究者は射契に関する史料を求め、韓国全域に分布する 100年以上の歴史を有する射亭とその関連施設

を対象に現地調査を行った。それと同時に戦前から弓を引いている!日射を中心に聞き取り調査を行った。こ

れらのフィールドワークにより未公開史料を含む射契関連一次史料を収集し、これらの史料の分析を通し朝

鮮の弓術組織「射契jの歴史的研究を行った。

(結果)

14世紀から 16世紀にかけて朝鮮の海岸地域を中心に頻繁に出没した倭冠は、官から民衆に至るまで朝鮮

に大きな影響を及ぼした。そのため、朝鮮の地方防衛戦略が地域連合妨傷者IJ度に大きく変化する中、穀倉地

帯に位置し漕倉を有する西南地域は、自ら地域防衛と生活基盤を構築するため、 16世紀半ばまでには射契

を設立し弓術を奨励した。

射契が設立し始めてから間もなく勃発した日本との戦争(文禄・慶長の役)は、射契の伝播を加速化させ

た。日本との戦争により軍政の重要性が見直され、武科が重視されはじめるようになった。また、明清交替

という不安定な国際情勢や清との戦争は、軍備の重要性をますます刺激した。このような国内外の情勢は、

武科の定員を大幅に増やす寓科という武科重視現象に繋がった。そのため、武科試験準備を支援する射契に

は、立身出世を求める勢力が少なからず集まるようになった。

射契は多様な目的を追求したD まず、儒教社会であった朝鮮時代に大きな負担の一つであった喪に対し、

契員同士の相互扶助を通しそれを減らそうとした。扶助は喪以外に還暦や子女の結婚などにも行われた。次
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に、射契は弓術大会を開き弓術を奨励した。また、弓術奨励を通し射契は、地域防衛と官僚輩出を成し遂げ

ようとした。そのためには、弓術を練磨する射亭の運営が必修不可欠であった。そして、社会への一定の影

響力を持つ郷射の伝統を受け継いで、地方勢力を維持するのも射契の一つの自的であった。

契は扶助だけではなく、契員に対して外部よりも安い金利による貸し出し事業を行う地域金融機関の役割

を担っていた。一方、契としては貸し出した金額の利子で射亭を運営することができた。射亭を保つことは

射契の主な機能を果たすためには欠かせないことであったD 武科の科挙試験が弓術に左右されていた朝鮮時

代、武科試験の経験者が多い射契は試験を準備するための私塾的要素も持ち合わせていた。

射契は地域防衛の役割も担っていた。倭冠などの外部からの侵略が多い沿岸地域であったため、それに備

え地域防衛の課題が必然的に台頭していた。また、日‘本・清との戦争など不安定な国際情勢のため、村の人々

に弓術を積極的に奨励する射契は、地域防衛としての機能を果たすようになった。

射契は弓術を奨励し武科試験合格を支援したため、村人を官僚として輩出する立身出世の機能も果たした。

官僚を輩出することは、立身出世と身分上昇を願¥，¥射契に集まった契員だけではなく、地域の既得権を維持

したい射契の役員などの既得権層にとっても重要な目標であった。

(考察)

射契の基本的な目的は、武士への登竜門で、あった科挙試験準備のための地方における弓術教育機関として

の射亭の運営を支援することであった。射契の機能は、時代の変化に伴い 2屈にわたって大きく変化した。

まず、開国以来 500年間続いてきた科挙制度の廃止により、射契でも弓を引かない人が増え、さらに科挙制

度が完全に廃止されると射契は当時まだ普及していなかった金融機関や末端行政機関の役割にその機能を大

きく移して行ったD

また、 20世紀初からは近代的銀行の出現によって金融機能の維持が難しくなり、射契は一時衰退したが、

弓術の競技化と組織の近代化により再生を果した。時代の変化によりその目的や社会的な機能は変わってき

たが、非常に盛んだ、った朝鮮時代の民間射亭の弓術文化は現在の射亭にも多く残されている。現在の入会金

制度やその運用、射亭において使用される用語、射亭内における立居振舞、意思決定方式、役員選出方式、

射亭の階層的な性格、講会の形式、相互扶助などは射契に由来する文化である。

審査の 結 果 の 要 旨

平成 24年 1月 17日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、

関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員会員が合格と判定した。

よって、著者は博士(学術)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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